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の友達のことを考えて行動し

うと、朝の時間に児童集会が
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ループに持ち寄ったヒントを
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をして、友達と情報

え合いました。さあ

えはなんだったかな
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最近の学校生活から

市体育協会のご協力により、石

井孝男先生（上級水泳教師・公認

Ｂ級コーチ）が３日間来校し、３

年生以上の水泳指導を各２時間

行ってくださいました。息継ぎ

等、大切な技能を学びました。
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雨のために外で

前を覚えられま

ムをしてください。今日は、仲良くす

目的です。楽しんでいってください。
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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ⑨

遊びは、子どもの心の成長にとても大切です。小さいころからの遊びを通

して、子どもは感覚を働かせ、運動をし、ものをつくり、想像をします。

発達に遅れやかたよりがある場合、遊びを十分に経験しないため、

それがさまざまな面でマイナスに働くことがあります。

子どもは遊ぶことが仕事

発達に遅れやかたよりがなくても、今の子どもの遊びは、外をかけ回るよ

うな遊びから、家の中での独り遊びへと変ってきました。豊かな遊びの体験

が減ってきています。

自然の中で遊ぶことで、驚

きや感動を体験し、豊かな感

性を育むことができます。ま

た、環境を大切にする心や忍

耐することの大切さも学ぶこ

とができるのです。親子で外

に出て、動植物や自然とふれ

あう楽しさを味わいたいもの。

また、今の子どもたちは、

小さいころから時間に追われ

ています。心にゆとりがなく、

元気に遊ばないために体力が

ついていないことから、「疲れ

た」「イライラする」といった

ストレスを訴える子どもも少

なくはありません。

小学校時代は、生活にゆと

りをもち、自然の中で遊ぶ中

で、心も体も大きく育ててい

きたいものです。

「よく遊ぶ」子は、「よく学

ぶ」子になります。

キラリ輝くこの子のために(13)
続々

人生に必要な知恵は

すべて幼稚園の砂場で学んだ

ロバート・フルガム著より

人間、どう生きるか、どのようにふるまい、どんな気持ちで

日々を送ればいいか。本当に知っていなくてはならないことを

わたしは全部残らず幼稚園で教わった。人生の知恵は大学院と

いう山のてっぺんにあるのではなく、幼稚園の砂場に埋まって

いたのである。わたしはそこで何を学んだろうか。

何でもみんなで分け合うこと。

ずるをしないこと。

人をぶたないこと。

使ったものは必ず元の場所に戻すこと。

ちらかしたら自分で後片付けをすること。

人のものに手を出さないこと。

誰かを傷つけたらごめんなさいということ。

食事の前には必ず手を洗うこと。

トイレに行ったらちゃんと水を流すこと。

焼きたてのクッキーと冷たいミルクは体にいい。

釣り合いのとれた生活をすること。

毎日少し勉強し､少し考え､少し絵を描き、歌い、踊り、遊び、

そして少し働くこと。

毎日､必ず昼寝をすること。

おもてに出る時は車に気をつけ、手をつないではなればなれに

ならないようにすること。

不思議だな、と思う気持ちを大切にすること。

カップにまいた小さな種のことを忘れないように。

種から芽が出て、根が伸びて、草花が育つ。

どうしてそんなことが起こるのか。

本当の所は誰も知らない。でも人間だっておんなじだ。

金魚もハムスターもはつかねずみも、

カップにまいた小さな種さえも、いつかは死ぬ。

人間も死から逃れることはできない。

子どもの本で最初に覚えた言葉を思い出そう。

何より大切な意味を持つ言葉。「見てごらん」
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